
○ 航空運送の需要拡大に伴い、航空機の一層の安全航行確保に必要な航空無線
通信の高度化が求められている。

○ 航空無線通信の高度化の加速により、ＩＣＡＯ条約第１０附属書の改正が定例化
している。

○ 本年４月、航空機の安全航行に資する条約第１０附属書の第８５改正が各締約国
に回章された。

○ 国際標準の国内規定への迅速な反映
⇒ 航空機の一層の安全航行確保に資する

【現行】 主な航空無線通信システムが導入されるごとに情通審で審議

【今後】 条約第１０附属書の年次改正ごとに審議
（今回は、条約附属書の第８５改正を審議）

航空無線通信委員会の審議の定例化について 資料 10-CNS作合2-3

１ 背景

２ 対応策

３ 期待される効果



航空無線通信分野の技術基準策定のスケジュール

第1四半期
(4月～6月）

第2四半期
(7月～9月）

第3四半期
(10月～12月）

情報通信審議会
航空無線通信委員会

電波監理審議会

パネル
（作業グープ）

附属書改正案
各国照会３月頃

航空委員会

審議開始
５月頃

適用開始
１１月頃

照会締切
７月頃

ＩＣＡＯ

審議終了
１１月頃

答申
１２月頃

諮問
３月頃答申

５月頃 意見募集

公布施行
７月頃

第4四半期
(1月～3月）

別紙
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